
みなさんは長崎県西海市大島町という町をご存知でしょうか。人口は約５，０００人。本校がある口之津町とほぼ同じ
ぐらいの人口の町です。現在は西彼杵半島と大島町は橋で結ばれていますが、以前はフェリーで行き来する島でした。
その町に全校生徒１１４人の県立高校があります。長崎県立大崎高校。１０月６日、九州地区高校野球長崎大会決勝で創成
館高校を４対２で下し、５８年ぶりに優勝しました。全校生徒数は創成館高校の野球部員数よりも少ない、小さな学校です。
ひたむきに野球と向き合い、地道に努力を重ね、チーム一丸となって勝利を目指してプレーする。どこにでもいる“普通
の”高校生たちが成し遂げた快挙は、多くの高校生に「自分もやれる！」という夢や希望を与えてくれました。

大崎高校の生徒たちの活躍に、ある詩を思い出しました。かつて甲子園に初出場し、名だたる私立の強豪をなぎ倒し
てベスト４まで勝ち上がった無名の公立高校がありました。埼玉県にある浦和市立浦和高校。４９代表のうち地区予選の
チーム打率は最低。普通の高校生の体格を持った選手ばかり。スーパースターなし。作詞家の阿久悠さんが甲子園での
初勝利を称え、あるスポーツ紙にこんな詩を寄せられています。

『普通であること』
普通の人が確実に普通のことをやり、普通に徹することで

特別をしのぐ結果になることをきみらは鮮やかに証明してみせた。
怪物もいない、大器もいない、怪童も天才もましてや野球の鬼も見当たらない。
普通の体躯（たいく）の普通の技の普通の少年たちが華やかさを捨てて地味に

大きさを捨てて確実に、幻想を捨てて現実に
そう、出来る事を出来るように臆することなく素直に出して

晴れ舞台での華やかな一勝を得た。

また、かつて徳島県立池田高校という高校野球の一時代を築いた高校がありました。徳島県の山あいの池田町にあ
り、どこにでもあるごく普通の公立高校です。部員数わずか１１人。甲子園に初出場し、見事準優勝したのです。その後、甲
子園大会で春夏合わせ３度の全国制覇を果たし、高校野球史に残る名門校となりました。

そうです。やればできるのです。「どうせ自分は」とか「自分には無理」と思っていませんか。目標を低めていませんか。
夢をあきらめていませんか。可能性をつぶしていませんか。ちなみに大崎高校は、３か月前の夏の甲子園大会の長崎県
予選では１回戦で負けています。「やればできる！」ということを先輩たちが証明しています。
口加高校では、日々“普通の”高校生たちが学習や部活動にひたむきに取り組んでいます。“普通の”ことを“普通に”

繰り返し、“普通に”積み重ねていくことで“今の私”を超えていく・・・そんな生徒を口加高校は育てたいのです。

口加高校 いざ、新時代へ！ 「私」を咲かせたい、だから口加
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小さな公立高校の野球部員が教えてくれた「普通であること」

令和元年10月15日(火) 国連
大学で開催された中央大会にて
２年グローカルコース栗田さん
（口之津中出身）が、「海洋プ
ラスチックごみ問題をなくすた
めに、私たちが国連とできるこ
と。」について発表し、見事
「文部科学大臣賞」を受賞する
快挙を成し遂げました。栗田さ
んは、来年３月米国ニューヨー
ク国連本部での視察研修へ派遣
されます。

2年栗田さん
（口之津中出身）

第66回
「国際理解・国際協力のための高校生の主張コンクール」

中央大会



２年江越さん（西有家中出身・主将）
２年原さん（川棚中出身・主将）
私たち陸上部は、男子９人女子１３人の合計２２人で頑張っ

ています。新チームになってから上手くいかなかったことが
あり、これからこのチームは大丈夫なのかという不安があり
ました。しかし、「九州」新人大会で４人が出場して今チームに
は勢いがついています。来年の高総体で多くの人が上位大
会にいけるようにこれからも練習を頑張っていきたいと思い
ます。

２年林さん（口之津中出身・主将）
こんにちは。吹奏楽部です。私たちは１４名

で吹奏楽コンクールや学校行事、地域に出
向いての演奏などの活動をしています。聴
いてくださる方々の心に残る楽しい演奏を
届けるために、日々の練習を頑張っていま
す。ぜひ私たちの演奏を聴きに来てみてく
ださい。

１年安藤さん（有家中出身・主将）
５月から、１年生だけの活動が開始し、

１週間に１度の火曜日に活動しています。
文化祭前は毎日活動し、素晴らしい文
化祭にしようと部員一人一人が一生懸
命頑張っています。文化祭後は、年に一
度発行する口加高新聞を作成します。
とても充実した部活動で、一人一人個
性があり、これからの活動も明るく部員
皆で頑張っていきたいと思います。

１年髙木さん（有家中出身・主将）
私たちは部員６名という少ない人数

ですが、顧問の平野先生のご指導のも
と日々の練習に励んでいます。出来る
練習に限りはありますが、持ち前の元
気と笑顔で一試合一試合頑張っていこ
うと思います。１年生しかいない中で実
力以上の力を発揮できるよう、これか
らも精一杯努力します。よろしくお願い
します。

２年菅さん（南有馬中出身・主将）
男子バスケットボール部です。２年生

は２人、１年生５人で高総体ベスト８を目
標に日々の練習に励んでいます。練習
は、主にウエイトトレーニングやディ
フェンスフットワークを練習しています。
部員、マネージャー募集中です！ぜ
ひ男子バスケットボール部に入部して
ください。

２年林田さん（加津佐中出身・主将）
こんにちは。卓球部男子です。僕たちは

２年生３名、１年生３名の計６名で活動して
います。僕は中学生の頃も卓球部に所属
していましたが高校に入学し練習環境や
メンバーが一変し心機一転清々しい気持
ちで練習に励めています。中学校ででき
た基盤は以後の生活にも役立ちます。悔
いが残らないように頑張ってください。

２年森山さん（口之津中出身・主将）
女子卓球部です。２年生３名、１年生７名

で活動しています。私たちは、団体ベスト４
を目指して日々の練習に取り組んでいま
す。そのために練習試合をよく組んでくだ
さり強豪チームと練習することもあります。
また男子卓球部と打つこともあり、日々成
長を遂げています。みんなとても面白くて
楽しい部活です。

次回はバレーボール部、野球部、サッカー部、ソ
フトテニス部、放送部、日本文化部、美術部の主将
からのメッセージです。乞うご期待を！


